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高機能自閉症児における「指さし動作」の特徴
一行動の制御機能における質的変化を背景として一

松島はるか神園幸郎

（琉球大学）

IEYWUlDS：i説幾能自閉症児指さし制御機能

これまで筆者らは高機能自閉症児の不自然な動作を制御機

能との関連で検討してきた。その結果、行動の制御が他者制

御から自己制御に移行するにつれて、高機能自閉症児が示す

不自然な動作は質的に変化することを見出した。筆者らは不

自然な動作の中でも、彼らが示す指さし動作がいわゆる対象

指示機能とは異なる特有な性質を帯びているとの臨床的な印

象を得ている。そこで今回は指さし動作という特定の動作に

焦点を当て、制御機能の移行に伴う指さし動作の質的変化を
記述する。

方法

1←対象児対象児は現在小学校５年生の通常学級に在籍す

る自閉症男児（Ｒ）である。１歳頃に発語が見られ、２歳２

ヵ月時には簡単な文章を読めた。本児は観察開始直前の３歳

３ヵ月時に障害児保育の該当児として公立保育所に入所した。
２分析資料本研究は母親の手記（O:06~4:07)、保育記録

(3:03~5:1の､保育所場面のＶＴＲ資料(3:05~4:11)を分析資料
とした。

３．分析方法ＶＴＨ資料から抽出した指さし動作は、自作の
カテゴリーに基づき分類された。母親の手記と保育記録から

は、指さし動作と制御に関わるエピソードが分析された。
結果と考察

本児に出現した指さし動作を、他者制御期と自己制御期に

分けてその特徴を分析した。

なった。ﾉﾏﾘぱ教室"Ｉら/ＶＺ'書熟'てZ'ａそこへ三t児がｿ葱眺,て見二

つちぃってルの？ﾉと近寄る｡尺は女兎と目蚕合カヒまた後､/Ｖしに

/Fｳｶﾄで手の平達上にして？皆さし､次M二i爵誇りＤ措きZ'の手を_と7[X=３

厘m振りⅢ塗ﾌｵ坊'Z２３じゃまｧＺ１？ﾉと女ソ目を」弓て言う(:ｴﾋﾞｼ罠ﾊﾞﾖﾉ。

これは女児の質問が本児に問いの形式を発動させる単なる契

機にしかすぎず、本児にすでに内在していた特有な問いと応

答の対話場面が露呈した場面と考えられた。そこで、これは

行動の発動の契機が現実世界に起源を持つ「前自己内対話の

指さし」とみなされた。その後、この「前自己内対話の指さ

し」は対象物が内化した身振り、すなわち映像的身振りによ

って対象物をイメージ化した上でそれを指さす身振りへと変

質した。次がその例である。Rbb離泄差議饅してＺ１るたdｳそわそ

わと動き返7ってZ'乱麻二)毒ちてZ'ろうkﾌｯｸ誉j吟って深育ヱﾌｳ嘘

ﾉﾜﾜしてZ'ろ郷に置きXご行くｽｸ（深濤｡［な｡衣塗j旨てZ'ろためRMご気ｵｆ

効Ｉ御１．すLろａそば深意か二F鰭何リラ五Ｊ爾手ＵＬ(差Zj皆て櫛zＤ

前Ｚｎ至り閉【二四Zj4売蝋竃揖さLの手途上7V二日迄Z擬Z左ｶﾞおそZa2ワ

倉の｣ワロ心'を差坑次Z'て虎ﾊｦﾋﾟ自分てｦ～仏の縦Fで行⑰（/L化に

入ることなできなZ'(エビ，ﾉ角(4)。

自己制御期に入ると、自己の内面ヨ己制御期（3:10～4:1１

に閉じたいわゆる自己内対話に基づく指さし動作が優勢にな

ってきた。しかも指さし動作の内容も現実世界に起源や対象

を持たない「自己内対話の指さし」へと変質した。ﾉﾏｿ目【一人で

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ仁いる｡迩識医って塗蛤皆さし､上且遣Ｚ１でｿ肺'を話LてZ１

制御期（3:05～３０９ ろか（Ｒｂ､まわ〃ﾆな護もい鄭川ﾋﾞｴﾋﾟｮﾉ凸－f｢の。

一方、行動を制御していた指さし動作が惰動をも制御する

機能を持ちはじめた。堂芸芸z畷鋳J女尺)ぬ震豈M二立ちへ子と１８

之劾i踊ってZ'ろ姿を鏡ｵｌら見てZ'乱j踊ってZ1ら子と治たちの前を

鋳切つ五舞台説U､深盲目f仁近づくB深j家ｺﾋな元の霞所仁戻るよ

本児は保育所に入所した頃､アイ

コンタクトが出現し発語も活発になった。ちょうどこの頃に

指さし動作が出現した。しかし、この指さし動作は極めて特

異な様相を示した｡すなわち､母湧の指さずﾓﾉ達屋つけるため

｣教ﾉＥＩ鹿Fず躍湧難ﾃﾞｰしで近づきi次孤三母湧b,指さしに自分の指ざ

し塗重ねてＭ緊親ｵ楕さZ'てZ'ろ方向蚕j鴎ける｡そZZKji語Z,達

した羨羨、愛ろ塗j鰯292』母湧Z,指さす方）肩7を縫溌Z、つぞの方向

へ両踵する｡〃'ム母鋳`､指さすﾇｯ濠を扇つ/党にと7目【できない

(エピシ員〆叺

入所後、本児は保育士から生活動作に纏わり度重なる指示

を受けた。すると本児なりの適応動作として、保育士の指示

言語と指さし動作の双方を自らなぞるような行動が出現しは

１１－－‐１，－‐，叶恥‐‐’Ｉいい』い’い，小‐山’昨昨叶い砂叶川叶Ⅲい‐ＬⅢ‐１ｍＩＩｌ－ｌ１１ＩｌｌＩＩｌＩｈＩ０’１町１１１昨ｌＩｌ１Ｉ０１Ｉ１ＩｂＩＩ１－ＬＩＬＩｒ－ＬＩＩ－ｆｌＩｍｈＩｒｒ小ｌＩｌＩｌＬｌＩｌＩＩ小Ｉ２ｉＩＩｌＩｌ１ｌＩＩＩＩｈＩＩＩｉ０ＩＩ

うに指さ［Ｚ指示銑ろ｡ﾉﾏMｦ【Z実j奇ﾕｺﾞﾊﾞﾆ揖示ごﾋﾌﾟZjE撮所蚕伺議口借ｧさ

ム次いでもう一方の手で深青玉のｊｉｌｌ６１ら指示ﾆﾋﾟﾌﾟZ之壕ﾜFヘノリヲルナ

て豆Wを畝もAr列ご措き坑その蕊ＲＭ弍指示さ７Zﾉ塗諦百Fで戻ってz'こ

し/ばち仮>目【撹ﾇｰいる子と壱たち塗濁鎌乙冒てｚ１勘すると深育ｺﾋﾟが

近寄以Ｒの立つべき画t置離ｦさして〕雷示すらとＲｂ｢その位置を

jB霊?す鋤vadt郭ﾆﾉﾃ足で摺泳しめ乱Ｍ１もその尼達i勘i足のdとう

に固宏しﾉ２５t目自爆差曲げすりXご不葺撚M=鼻iクニ７５【Z』あるにｴﾋﾞ〕ﾉ員〆飢

じめた。たとえば、次の例がその場面で

ある。ノマぽにと歎榎Z'て/と言Z'つつ手の平

刀阯向きz，指ざし(図〃て靴鋳凌差L､教室

のＷごいる深育王を｣冒糺再Z(轍篭達」胃て

通常の清さZ1画2)をしてﾌｳ'ら歎糟に近づく

か（すⅣニポ鱸調Iら/難ﾌﾟZろはﾋﾟｿｰﾐﾊﾟ2ﾉ。

「上靴はいて」と命令する他者の指さし

は､手の平が上を向いていたのに対して、

行動に繋がる自己の指さしは手の甲が上

を向いていた。このことから、本児は命

令する他者と行動する自己の両者の視点

からの指さしを同時に行っているものと

推察された。そこで、この種の指さしを

「行動命令の指さし」と命名した。生活

動作の発動契機としての他者と自己の分

化した指さし動作は、その後他者との問

いと応答の対話場面にも出現するように

普段見られない落ち着きのない身体の動きをしていることか

ら察すると、本児は抑圧的な状況にあったと考えられた。し

かしながら、本児は保育士の指さしを頼りに自らの指さし動

作や片足で、舞台上にアンカーを印すことでその場に留まっ

た｡まさに指さし動作が自己の情動をも制御したと言えよう。

まとめ

本児に出現した指さし動作は、対象指示機能を持つ指さし

動作が極めて少なく、上述した特異な機能を持つ指さし動作

が大勢を占めた。さらに、それらの特異な指さし動作は制御

機能の変化とともに大きな質的変化を示した。他者制御から

自己制御に移行することにより、第一に表象による内的操作

が指さし動作として顕現化し、第二に自己の情動をも制御す

る機能を持ちはじめた。

表象による内的操作が指さし動作として表れるとすれば、

本児の指さし動作を身振りの一形態と見なした分析を通して

彼の思考過程を描きだすことができるかもしれない。

（ＭＡＴＳＵＳＨ１ＭＡＨａ｢uka，ＫＡＭＩＺＯＮＯＳａｃｈＩｍ）

図１「他者｣の指さし

’
図２「自己｣の指さし
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自閉症児の社会性障害と社会的コミュニケーション行動の関係について
又吉ゆうき豊里優奈神園幸郎

（琉球大学）

KEYWORDS:自閉症児社会性障害コミュニケーション

他者２（２７回～４２回）：興味ある遊びを提供し、本児への接

近を試みたが、本児は自らが興味を示す遊びの場合にのみ他

者２に道具的な関わりを示した。

他者３(43回～６５回):本児に対して指示的に関わったため、

本児は拒否の態度を示し､･場面逃避を頻発させた。

他者４(６６回～８０回):本児に受容的態度で寄り添ったため、

本児の側に他者４への志向性が芽生え､愛着行動が出現した。

2．模倣

1)音声模倣親子関係の変遷と音声模倣:第３期にスーパ

ーバイザーＫの介入によって母親の本児への模倣要求が減少

し、それに伴って音声模倣数が減少した。しかし、第４期、

第５期にかけて本児が母親と自己の内面性に気づいたことで

母子の双方向的なやりとりが増加し､音声模倣数も増加した。
ところが､本児が情緒不安定な状態に陥った第６期になると、

希薄になった母子の関係を反映して音声模倣数が減少した。
第７期、第８期に母子の関係が回復すると、音声模倣数も増

加した。以上の結果から、親子場面での音声模倣は母子の関

係性と密接に関連していることが明らかとなった。

他者関係の変遷と音声模倣：他者２の場面では興味ある遊び

の提供や模倣の要求など他者２の関わりが影響し、音声模倣
数は最も多くなった。他者３の場面では両者の関係性が築け

なかったために、模倣を要求する割合が最も高かったにも拘

らず、音声模倣数は最も少なかった。一方、他者１と他者４

はともに模倣要求をしていなかったが、他者４の場面でのみ

音声模倣数が多かった。恐く、この頻度の差はそれぞれの関

係性が影響していると考えられる。

2)動作模倣親子関係の変遷と動ｲIP模倣:第３朝以前では

模倣が上手くできない場合、本児は親を見ようとせず、すぐ

に関心をなくして別の遊びへ移行する傾向が見られた。しか
し、第４罰以降になると、母親の動作を上手く模倣できない

場合､本児は自ら母親に働きかけて動作の再現を要求し､母
親の動作を見て再試行するようになった。このことは本児が

母親とモノとの関係でその動作が成立することを理解し、行

為主体である母親へ関心を示したことを物語っている。

他者関係の変遷と動作模倣：他者１，他者２そして他者３の

場面では、動作の再現を要求するなど本児が他者に働きかけ

る行為は見られなかった。しかし、他者４の場面では動作模

,倣に対する他者４の適切な言葉かけを契機に、両者間に情動

を共有する状態が生起し、遊びが展開した。

3．鏡像反応

1)親子関係の変遷と鏡像反応自己像に対する鏡像反応の

出現頻度は、第５期以降に急激に増加した。意図的な動作時

の鏡像反応が多く、中でも情動表現の割合が大半を占めた。

第５期以降は自己と母親の内面性の気づきから他者への情動

を鏡を介して確認することが増加した。よって、母子の関係

性と鏡像反応が密接に関係していることが指摘できる。

2)他者関係の変遷と鏡像反応自己像に対する鏡像反応の

出現頻度は、他者３と他者４の場面で増加した。いずれもモ

ノの操作時の鏡像反応が多く、本児の好きなシャボン玉遊び

の時の鏡像反応が大半を占めた。また、他者への情動を鏡で

確認した親子場面とは違って、他者場面ではモノの操作時に

'快の情動を鏡で確認する鏡像反応が多かった。

(ＭＡ(rAYOSmYmKi,TOYOSATOY1ma,KAmZONOSachiｴ0）

本研究では自閉症児における社会性障害の起源を探るため

に、社会的コミュニケーション行動の発達過程を、自閉症児

とその親および特定の他者との愛着関係の変遷に照らして検

討する。本研究では社会的コミュニケーション行動として、

模倣および鏡像反応をとりあげた。
方法

1．対象児対象児は知的障害養護学校の小学部３年に在

籍する自閉症女児である。本児が４歳５カ月のときに本研究

の観察が開始された。本研究では、本児が４歳５カ月から８

歳１カ月までの期間を分析対象とした。５歳３カ月時に行な

われた新版Ｋ式発達検査における発達指数は61であった。

2.手続きＲ大学の遊戯室にて月１～２回、約20分の親子

自由遊び場面と、特定の他者との他者自由遊び場面を設定し

た。それぞれの場面をVTRに収録し、トランスクリプトして

分析に利用した。ＶＴＲ資料の中から模倣および鏡像反応の場

面を抽出してDVDに編集した。

3．分析方法親子自由遊び場面と特定の他者との他者自

由遊び場面のVTR資料とトランスクリプトをもとに遊びの全

体的な特徴、愛着行動などの視点で対象児と親および特定の

他者との関係を発達的に分析した。模倣については、２名の
評定者の両者が一致して抽出した模倣場面を｢音声」と「動
作」に分類した。鏡像反応については、ＤＶＤに収録した鏡像

反応場面を自作のカテゴリーにもとづいて分類した。
結果と考察

Ｌ対人関係の変遷

l）親子関係の変遷８０回の親子場面について分析を行な
った結果、親子の関係性の質の違いによって以下に示した８

つの時期に分けられた。

第１期（１回～4回光本児は自らの要求を実現するために道
具的対象としての父親へ接近した。一方、母親は本児と上手

く関われず、母子関係は希薄であった。

第２期（5回～１５回）：本児の母親への志向性が芽生え、母親

を愛着対象とみなした行動が現れた。

第３期（１６回～２９回）：スーパーバイザーＫの介入により、

母親の指示的な関わりが受容的な関わりへと変化した。それ

に呼応して本児の母親への志向性が一層高まった。

第４期（30回～39回）：母親の意識変革に基づく本児への積

極的な関わりによって、本児は母親の内面性に気づき、しか

もそれへ働きかける行動を示すようになった。

第５期（40回～45回）：本児が自己の内面性に気づくように

なると、母子の相補的関係が成立し、双方向的なやりとりが

実現した。

第６期（46回～５５回）：環境の変化によって本児は情緒不安

定になり、母子関係が希薄化した。

第７期（56回～62回光本児が学校生活に'慣れ落ち着きを取
り戻すと、良好な母子関係が回復した。

第８期（６３回～８０回）：良好な母子関係の中、本児は自己の
情動が母親に及ぼす効果についても理解できるようになった。
2)他者関係の変遷分析期間中、特定の他者として４人が
本児と関わった。以下にそれぞれの特徴を示す。
他者１（１回～25回光本児のモノへの固執傾向や母子分離不
安から生じる場面逃避によって本児と関わることが困難な状
況が続き、道具的な関わりに終始した。

Ｉ
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高機能自閉症児における『不富然な動作」の成り立ち

行動の制御機能における質的変化を背景として

松島はるか神園幸郎

鰯F;iそ大学教育学研究科）（琉球ﾌﾄﾞ学）

IEYWORDS：高機能自閉症児制御機能動作

におけるタイプ１に、エピソード２と３はタイプ２に該当す

る。以上のように、自己制御期における本児の不自然な動作

はＡ児と同様の特徴を示した。しかし、これらの不自然な動

作が出現する発達的経過については４歳５カ月以前のＶＴＲ

が存在しないため分析が困難である。そこで、この点を補完

するために母親の手記を中心にその成り立ちを検討した。
２．不自然な動作の成り立ち

筆者らの先行研究で見出された行動制御の枠組みを基に本

児の発達的経過を検討した結果、２歳５カ月時に注目すべき

環境の変化が見出された。それは本児がドリル学習を主とす

る教室に通いはじめたことである。教室で一定の時間を過ご

すことができたことから、当時の本児は他者の指示に従って

行動を制御できていたものと推察された。それゆえに、この

時期は既に他者制御期にあったと考えられた。その後しばら

くすると、手記に次のような記録が随所に見られた。しまZ>ろ

うのどkﾗｰｻをL』胃て/ぼくXｦ(曾〈:おいしいねﾉなど)伝う[>己とﾌﾞﾇﾆ算似をする

③“母与E記２，の｡絵享（の世罪と現美ｚＤ世界を鬘ﾜﾋﾞｺて己生活す乱

,i鍔本の'i罎のJ1ｦ手伝いの壕面を真似し､いろいろな壱の毒iらi雪Zバ

サミて７(ﾗﾄEﾚｾﾞﾋﾞﾌ､仲[互母与亘誌１３０の。このように、本児はキャラク

ターの動作を同型的になぞることで日常生活動作を獲得して

いた。この背景として、母親の意図のもと２歳５カ月頃に始

まるビデオや絵本の視聴経験がドリル学習的な効果を示しは

じめたことが指摘できる。この時期の本児は架空の存在モデ

ル、すなわちビデオや絵本の中に登場するキャラクターによ

って行動が制御されていたといえるだろう。その後、本児は

母親の指示に従って行動できるようになり、次第に母親が不

在の際も、Ｊ５ｌ父さルと-霜７qEij2ji強9b､／ZKZ1-L/や/~ちゃんと/と

いつもお母さんに言われていることを自分で言う(eβ[ａ母手

記３Ｄ〃というように、母親の指示をなぞることによっても

生活動作が成立するようになった。このことは、本児が架空

のキャラクターと同様に実在する他者をモデルとしても行動

を制御できるようになったことを物語っている。

先述したように８歳９カ月を過ぎて自己制御期になると、

母親の指示動作をなぞる行動は消失した。その代わり、自ら

の意図に基づいて行動を制御するがために動作が不自然にな

ってしまうタイプ１(epil)の動作が出現しはじめた。このこ
とは制御の主体が実在する他者から自己に置き換わった故に

出現した現象として理解できる。他方、内的活動が現実場面

に浸襲するタイプ２(epi2,3)の不自然な動作は、他者制御期
でモデルとなっていたキャラクターの存在が希薄になり、代

わって自ら創作したモデルやそれらとの対話の物語によって

動作が支配されることによって顕現化したと解釈できる。

まとめ

本児の不自然な動作は、自己制御期においてタイプ１とタ

イプ２が見られ、先のＡ児と同様の特徴を示した。それら二

種類の不自然な動作の成り立ちについて遡及的に分析した結

果、それぞれ他者制御期に出現する実在の他者と架空のキャ

ラクターをモデルとする動作の制御機能にその系譜を認める

ことができた。さらに、この２つの異なる系譜は、ドリル学

習の契機という同一の起源に発する可能性が推察される。

（ＭＡＴＳＵＳＨｌＭＡＨａ｢ｕｋａＫＡＭ１ＺＯＮＯＳａｏｈｉ｢ｏ）

これまで筆者らは高機能自閉症児(A)の不自然な動作を制

御機能との関連で検討してきた。その結果、行動の制御が他

者制御から自己制御に移行するにつれて、不自然な動作は質

的に変化することが見出された。他者制御期の不自然な動作

は、他者の指示動作と自己の応答動作の随伴性を一対として

なぞることにその特徴が見られた。自己制御期の不自然な動

作は、社会的規範に合わせて自ら行動を制御しようとするが

ために結果として動作が不自然になるタイプ１と、内的活動

が脱文脈的に顕現化することで動作が不自然になるタイプ２

の二つの特徴が見られた。タイプ１に比してタイプ２の出現

率が高いことから、タイプ２はＡ児に中核的な行動特性であ

ることが推察された(松島･神園，印刷中)。これらの知見が高

機能自閉症児に普遍化できるものであるかどうかを検証する

ため、今回は新たな対象児(B)について検討した。

方法

Ｌ対象児対象児は、現在Ｏ幼稚園に在籍する自閉症男児

(B)である。９カ月頃に発語が見られ、２歳６月時には絵本や

学習ビデオの言葉を覚えて話した。４歳８ヵ月時における新

版Ｋ式発達検査の結果は､全領域においてＤＱ１０５であった。

２分析資料本研究は母親の手記(o:01~5,3)、保育記録

(8:10~509)、保育所場面のＶＴＲ資料(4:05~5:09)を分析資料
とした。

３．分析方法分析期間は制御機能の発達的変化に基づき
無制御、他者制御、自己制御の３つの時期に区分された。各

時期の不自然な動作の特徴は他者や対象物との関係から分析

され、それらの成り立ちが遡及的に分析された。

結果と考察

１．不自然な動作の特徴

ＶＴＲ資料に見られた不自然な動作を分析したところ､いく

つかの不自然な動作が見出された。それらの特徴を以下に記

述する。崇芸会､漁り(蔭差する壕面でβは舞台の床差でｼf,<ツセ屋/Ｌ

手裏剣をj蟹7ﾃﾞるよ勿二踊る壕面て7i而手を藻沽､ように壼妙に動かす

(ｂｌｐＭ深jE亭ﾗ所l/Ｗ４Ｄ８)｡この場面で､本児は統制されたダン

スを踊ろうとした結果、奇妙な動作を表出してしまったと考

えられた。また、次のような不自然な動作も確認された。β

ﾊﾞｦｳ關二蜜ろ勇嬉(iワリの72ｼｬﾂ差引っ張以キャラクターのii嘗祷を顕

き込む｡突然､βばりの胸鐵を両手でi挟む。「aﾒｶ【２深JE奇所

し庇裂７〃｡この場面では、本児がＴシャツのキャラクターに

惹きつけられたことが不自然な動作につながったとものと推

察できる。さらに、Ｂは/7ＥＧｔｊ目）､浅(ごZ含くられる､JE7b〔ね､〃}さ

い子て５７(ヨリと最Lなｵ坊清を蒙妙に動かしなかiら顔をしかめて左Zテ

に７贋7ﾌﾟろ｡そして/7Ｆフヒ菱たまっちゃ久F7glZ宏右伯ルノと話Lながら

再Z(指差壼妙/【二鼻itかす(ﾋﾘ､１３深j言う所l/沢４０のという不自然な

動作も見られた。これは本児の内的活動が不自然な動作とな

って表出されたものと思われる。本児の行動を発達的に分析

すると、８歳９ケ月頃には本児の日常生活動作が自立し、し

かも他者の支援を受けずに「自分で！」と言って自らで取り

組むという自己主張をするようになっていた。先の研究の枠

組みに基づいて、この頃から以降を自己制御期と位置づけれ
ば、上記の８つのエピソードは自己制御期における不自然な

動作の特徴を示している。そして、エピソード１は先の研究

８６
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高機能自閉症児における共同注意行動の出現の背景とその特徴

神園幸郎豊里優奈

曰本特殊教育学会

第４２回大会発表論文集．２００４年
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高機能自閉症児における共同注意行動の出現の背景とその特徴
神園幸郎

（琉球大学）

１画ＹＷＯＲＤＳ

豊里優奈

（恩納村立仲泊小学校）

高機能自閉症児共同注意愛着

一般に、自閉症児は他の発達障害児に比べて、共同注意の

成立が困難であることが指摘されている。しかし、自閉症児

の中でも知的に高い高機能自閉症児においては、共同注意行

動が認められる場合がある。本研究は共同注意行動が出現す

る高機能自閉症児において、共同注意行動の出現の背景とそ
の特徴について記述することを目的とした。
方法

１.対象児対象児は199×年生まれの自閉症男児である。
２歳前に自閉症と診断された。２歳半頃から自発語が出はじ

め、３歳では200語ほどの語彙を有していた。３歳８カ月で

公立保育所に障害児保育の該当児として入所し、その後２年

間をこの保育所で過ごした。５歳３カ月時に公立幼稚園に入

園し、１年を過ごした後、小学校に入学した。本研究で対象

とした期間は本児が４歳６カ月から６歳４カ月までの１年

１０カ月であった｡５歳８カ月時に実施された新版Ｋ式発達検

査における全領域の発達指数は１０８であった。

２．手続き本児はＲ大学の遊戯室で２週間に１回，約

３０分間の遊びを中心とするセッションに参加した｡本児が４

歳６カ月から５歳８カ月までは他者Ａが、そして５歳４カ

月から６歳４カ月までは他者Ｂが特定の他者として遊びの相

手となった。ＶＴＲに収録された自由遊びの様子は、トランス

クリプ卜され、分析の資料として利用された。

３．分析方法１）自由遊び場面の分析筆者らを含む８
名の分析者が、収録されたＶＴＲ資料を特定の他者への愛着

行動、対象児の行動特徴などについて独自に分析し、合議に

より分析結果を集約した。

２）共同注意行動の分析先のＶＴＲ資料から指さし行動、

giving行動､そしてshowmg行動の３つの共同注意行動を抽
出し、行動水準（応答／自発)、機能水準（伝達／非伝達)、

そして意味水準（叙述／要求）の視点から分析した。

結果と考察

１．特定の他者との愛着の形成過程と遊びの形態

本児と特定の他者Ａ、Ｂ（以下、他者または他者Ａ、他者

Ｂ）との愛着の形成過程は、きわめて類似した経過をたどっ

た。両他者との初回セッションで本児は母親からの分離不安

を顕著に示した。例えば、母親の所在に言及する言葉を繰り

返し、その所在を何度も強迫的に確認したり、移行対象と思

われるボールやミニチュアのダンゴなど特定のモノを常に手

から離さないなどの行動が支配的であった。したがって、他

者による遊びへの誘いにも反応せず、他者とのやり取りは成

立しなかった。その後、追いかけ遊びやトランポリン遊びな

どの身体運動を伴う遊びが成立し、他者との‘決の惰動共有体

験が増えるにつれて、次第に他者との身体接触の機会が増加

しはじめた。６～８回のセッションが過ぎる頃には､他者をモ

デルとする模倣が頻発したり、本児の意に添わない他者の指

示にも応じるなど他者への志向性が顕著になった。ちょうど

この頃に母親の所在を確認する発話や移行対象様の現象も消

失し、分離不安が解消された。代わって、不安な対象にも他

者の援助を得ながら挑戦したり、他者以外の部外者から呑め

られると、他者に援助を求める視線を送るなど、他者を心理

的な安全基地とみなした行動が出現した。この時点で本児は

愛着対象としての他者との関係を形成していたと推察できる。

また、愛着の形成過程が両他者で類似するだけでなく、本

児の遊びの形態においてもきわめて興味深い類似現象が認め

られた。遊びの形態は、やり取り自体が不成立の初回から、

問いかけには応じるものの遊びの誘いに応じない時期、身体

運動を伴う遊びに興じ快の情動を共有する時期、そして玩具

や遊具を他者と共有し三項関係に基づく遊びが成立する時期

へと発達変化を示した。愛着関係が成立し、三項関係に基づ

く遊びの時期がしばらく続いた後、ある特徴的な変化が出現

した。縫いぐるみやその他の遊具に触発されて本児の内的活

動が活性化し、それに伴う言語活動が活発化するにつれて、

次第に他者とのやり取りに基づく遊びが少なくなり、ひとり

遊びが主になった。愛着関係自体は一貫しており、その変質

は認められなかったが、他者による様々な誘いかけにも関わ

らず、その後一向に遊びの質は改善しなかった。しかも、興

味深いことに､こうした経過は両他者に共通して認められた。

２．共同注意行動の特徴

前述した愛着関係の形成過程と遊びの形態の変化に基づい

て、本研究の対象時期を、愛着形成の時期（第１期)、愛着の

成立と遊びの共有の時期(第Ⅱ期)、内的活動を基盤とする－

人遊びの時期（第Ⅲ期)、の３つの時期に区分した。そして、

これらの時期区分に基づいて、本児の共同注意行動が分析さ

れた。対象期間に抽出された共同注意行動は延べ354場面で

あった｡その内訳は､指さしの頻度が圧倒的に多く230場面、

次いでgivingが７１場面、ｓｈｏｗｍｇが５３場面であった。
図１は両他者との遊び場面で観察された指さし行動につ

いて、セッションあたりの平均頻度をそれぞれの時期ごとに

示したものである。他者Ａ､他者Ｂがともに本児の愛着対象

となり、三項関係に基づく遊びが成立する第Ⅱ期において、

共同注意行動の頻度が最も高いことがわかる。このことから

愛着対象の成立が共同注意に促進的に作用することは理解で
きるが、愛着関係が維持されているはずの第Ⅲ期において共

同注意行動が減少するのはなぜであろうか。おそらく、この

時期に本児が内的活動への志向性を強め、遊びの形態がひと

り遊びへと変質したことに起因しているのであろう。

特定の他者との愛着関係がある程度の水準に到達し、三項

関係に基づくやり取り遊びが成立してしばらくすると、やり

取り遊びが成立しなくなるという現象は、本児に限らず多く

の高機能自閉症児に共通しているように思われる。本研究の

－１１Ⅲ－１’い‐－－●－‐ＩいＩＩＩｌＩⅢ１，‐ｌいＩＩＩｌ‐－１０．ｕＩｌＩｌＩ‐１１１トー１１卜ｉｒＩＩ－‐し１１１－。ＩＩＩｌｌ－ＩＩＰｌ‐ＩｌｌＩ１‐－‐

結果はこうした

臨床的な印象を

定量的にも裏付

けたことになる。

今後はこの現象

の発生機序を探

ることが課題と

なる。
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高機能自閉症児における自他認知の発達

湧川華奈子神園幸郎
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｝ 高機能自閉症児における自他認知の発達

補園幸郎

（葡鶴ﾐ大学教育学部）

自己認知他者認知

○溺Ⅱ華奈子

(琉球大賢篝鱸学研究科）

lEYWORDS：高N幾能自閉症児

しかも表`情や声の調子等の直接的に知覚できる情報に基づい目的

ていた･上記のエピソードのような事態では、本児にとって

父親は自らに'決の情動を導く評価をしてくれる特定の他者と

して認識されているため、本児は父親に対して上述のような

働きかけを試みたものと思われる。こうした働きかけは、父

親をはじめ、母親や担当保育士にのみ限られていた。姉や保

育所の仲間である他児を含むその他の他者に対しては､相手
から正の評価を受けると喜ぶものの、自ら相手に評価を求め

ることはなかった。３歳９カ月になると、他者からの支援を

受けることを嫌がり、何でも「自分で！」と主張することが

多くなり、自己意識が強まった。３歳１１カ月頃からは､叱ら

れるどこれまでのように泣くのではなく、特異な行動を示す

ようになった。たとえば、／)ﾘﾋﾞ『られたことz>〃ヤだったよう

頑Zt7mBを)mij試水で濡らすと／祷;/zてる、ノ涛i’zで功とそ

のｊｉＨｉを見せて、怒っているような麦ｶﾞ亭をみせるノ（ePi､4,保

育士記録,3:11）というように、本児は叱られたことによる
不快な感情を以前に経験した不快な場面を再現することで表

出した｡ここでも本児は、相手の叱るという行為の背景を理
解していろとは言い難く、相手の叱る行為と自己の不快な惰

動の随伴性を表示しているに過ぎない。ところが、４歳４カ

月になると、次のようなエピソードがみられた。ノ強い口調
でH2性慧ナろと、百をじし､－と見つめ′やくそりとゆびきり

ﾉﾅﾙ葵ルを百分から手を出して反者PのE藻?を言う／(epi､５，
母手記,4504)｡::これほ､本児が母親からの非難をかわすため
に、既に獲得されている行為を用いることで、母親の感情を

とりなしている場面として理解できる。この時点で､,本児は

叱っている他者の行為の背景に何らかの意図や情動の変化を
覚知していた可能性がある。しかし、このような働きかけは

母親と保育士との関係においてのみ認められた｡したがって、
母親や保育士に限って、本児は彼らを何らかの心的世界を有
した他者として認知していたものと思われる。その後、５歳
を過ぎる頃になると､/]『お昼痩7.1?ﾉと庫〈と首を横Mご振る。
′党ヘセノと鰐息ｽﾞｸﾞsびっくりした声で言うと'１面Ｍ/で～、瀞か

にしているJﾋｮﾙが通ってき向(epi､6,母手記,５:02）といっ

たように、母親による非難の原因を推測して、その非難が当

を得ていないことを説明することで、母親の非難をかわすこ

とができるようになった。母親の行為の背景をなす内的状態

を表象し、それに直接的に働きかけることができるようにな

った。これは、４歳４カ月時にみられたepi､５の相手の情動

と自らの行為の随伴関係を調整する仕方とは質的に異なって

いることは明らかである。さらに同時期には、／:；たf姉ちゃん

に′どiルゴfいし'？」とおもちゃを霞搦厄さ毬ひとつのおもち

ゃを選ぶと′2やっぽい’とﾀﾞｳ９手の心理をよんで出た三蕊を

使う八epi､7,母手記,５:02)という記述が見られた｡これは、

姉の意向を予測していたかのような反応である。

上述した本児の自他認知の発達は、本児と特定の他者の２

者関係に特有な発達過程を示し、しかも特定の２者関係にお

いても状況や場面の違いによって、自他認知の様相が異なる

特徴を示した｡高機能自閉症児の社会性障害を理解する上で、

彼らの自他認知の発達をより詳細に描き出す必要がある。

（WAKUGAWAKanako，KAMIZONOSachiro）

近年における特別支援教育の機運の高まりとともに、高機

能自閉症児の教育が注目されてきた。高機能自閉症児におけ

る高い知的な能力は、必ずしも良好な社会的適応を保障する

ものではなく、むしろ彼らの社会性障害はその他の自閉症児
と同様に深刻であることがわかってきた｡;高機能自閉症児の

社会性障害の本質を理解し、その特徴を把握することは彼ら

の教育を考える上できわめて重要である。そこで、本研究で
は社会性蘆害の基底をなす自己認知.他者認知の発達を包括
的に検討することを目的とする。
方法べ

１．対象児対象児は現在通常学級に在籍する７歳の自閉症

男児（A）である。本児は９カ月頃に初語が出現し、２歳６

カ月頃には絵本やどデオの言葉を覚えて話した｡3歳10ケ月
時に公立葆譽園に障害児保辮当児として入所する｡４歳８
カ月時における新版Ｋ式発達検査の発達指数は105であった。

２．分析資料本研究は、ホームピデオ(O:００~4:08)、母親に

よる手記(b:01急5,3)､保育士記録(3:ル5:08)､保育所巡回資
~JIC・原--

科(3:１０;J5:０３)､Ｂ大学のプレイルームにて月１回の割合で各
約20分め親子自由遊び場面特定の他者との自由遊び場面
のＶＴＲ記録(4:07~5:03)を分析資料とした。

ａ分析方法上述の資料から自己認知、他者認知に関する

エピソードを抽出した。自己認知に関連したエピソード資料
については、自ｲFib指標に基巷いて分類した。さらに他者認
知についてば本児と母親《父親､姉保育士､その他の他
署との反応性､愛着行動の質などの視点から分析を行った。
結果と考察

本児ほ、陛凌加力月勵』ら客前を願,(/でも闘かなし、(撮
り向かなしリご〃；多くなってきたノ（epi､1,母手記,Ｏ:10）
とあるように、この時期から母親との関係に困難を示しはじ
めていた。また、２歳０カ月における保育所での呼名による

出席確認では､返事はなく黙ったままであった。ところが、２
歳６カ月時になると、ビデオカメラのモニターに映っている
自分の顔に対して微笑み、母親の「誰？Ａがいる」という言

葉に反応し､自分の鼻を指差すという姿が見られた｡これは、
本児がこの時期にすでに視覚的に自己像を認知することがで

きていたことを示唆している。また、同じ２歳６カ月時に、

腺章園に入園して初めて、朝ﾚﾜａＺ席のお返事に'1Kｺﾞ９－Ｍ
と大きなﾉ吉てsﾗEを拳bf?ろ/(epi,2,母手記,２:06）という動作
が可能となった。さらに、目、口、鼻等の漢字カードに対応

した自己の身体部位を特定できるようになり、入浴の際には

自分の身体を意識しながら洗うなど、名前や年齢などの自己

の属性に加えて、自己の身体についての関心が出現した。そ

して､2歳１１ヵ月になると、自己を対象化して捉えはじめた。
それは、′いつものように母さんとパズルを七t_とげると、パ

ズルを持ち上状お父さんの所へ行きﾉﾖﾎﾟｦとうさん､みて-ｊ
とり(epi､3,母手記,２:11）といったエピソードからもうか

がえる。この時期から、本児は自己に向けられた他者の志向

性や評価（誉められる、叱られる）を受けとめることができ

るようになったと推察される。しかし、ここで本児が受けと

めることができる他者からの評価は、相手が特定の他者で、
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高機能自閉症児における社会性の発達と描画の変化
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目的従来、自閉症児の描画に関する研究は、自閉症児に特有な描画の発達変化や描画表現の特異性

を指摘するものが多かった。幼児期に出現した描画の特異才能として知られているNadiaの事例は、

その－つである。この事例を報告したSelfe(1977)によれば､Nadiaの描画は社会性の発達とともに次

第に稚拙になったことが指摘されている。描画の変化は社会性の発達を反映する側面があることが知

られているが､自閉症児について描画の変化と社会性の発達の関連性を詳細に記述した研究は少ない。

そこで、本研究は自閉症児の社会性の発達と描画の変化の関連性を明らかにすることを目的とする。

方法ｊｌ３ｆ象/lｦ：現在、小学校１年の通常学級に在籍する自閉症男児(10である。本児は知的障害を伴

わない、いわゆる高機能自閉症である。４歳１０ヵ月時に公立保育所に障害児保育該当児として入所

し、指導を受ける。５歳１０カ月で公立の幼稚園に就園した後、６歳１０カ月時に小学校に就学した。

分腕寒料:母親の手記、手記中に添付されたＫ児の描画、保育記録、保育所在籍中のＫ児の描画

分ﾀｸﾞ;方法：描画については、描画内容及び描画方法から描画の認知的背景を中心に分析した。社会性

の発達については自作のカテゴリーに基づき分析した。

結果と考察Ｋ児が描いた描画のうち､出現頻度が高かった人物画､アニメのキャラクター､そして、

電柱の３種類について、それぞれの発達に伴う変化の特徴を抽出し、本児の行動から推察された社会

性の発達変化との関連性を検討した。人物画は８歳２カ月時に輪郭がない目と口だけの描画として初

出した。３歳１０カ月で顔に手と足がついたいわゆる頭足人が現れ、４歳１ケ月になって胴体のついた

人物画が完成した。キャラクターの描画は初発が２歳７ケ月であり、人物画よりも早く出現するが、

やはり顔に限定されていた。キャラクターについては頭足人の描画は見られなかったが、胴体が出現

し全身像が完成する経緯と時期は人物画とほぼ一致した。本児はキャラクターを人物と同種のものと

して認識していたことが推察される。人物画が完成してしばらくすると（4歳３ケ月)、自画像からは

じまり、父母や姉などの家族が描かれるようになった。４歳４ケ月で家族以外の匿名的な他者が描か

れるようになり、４歳８ケ月ではそれまでの具体的な人物画が、イラスト的もしくは略図的、記号的

な形態に変化した。ほぼ同時期にキャラクターの描画も、それまでの各部の詳細な再現から、たとえ

ば手や足を極端に拡大するなどデフォルメした描画が出現した。人物像の一般的な描画表出が可能に

なると、その枠組みを参照することで自己及び身近な家族を表象として再現するようになり、匿名的

な他者像の描画表現を経て、イラスト的もしくは記号的な人物画の表現へと移行する順序性を見るこ

とができる。この時期までのＫ児の関わりはく専ら家族との関係が主であり、しかもその関わりはＫ

児の快の情動と他者の行動との随伴性を核とするパタン化したものであった。同様な関わりは保育園

の担当保育士との間には成立するものの、他児との間にほとんど認められなかった。ところが、５歳

を過ぎる頃になると、保育所での出来事の描画に特定の他児を描き入れることがみられるようになっ

た。この時期は、保育所の生活に慣れ、集団での設定遊びなども－通りこなせるようになって、他児

とも一定の安定的な関係を構築できていた。ところが、５歳４ケ月頃になって勝負へのこだわりが出

現し、他児を過剰に意識しはじめるようになった。５歳８カ月には、他児との関わりのすべてを勝ち

負けの枠組みで捉えるようになり、常に自分が一番でなければ気がすまなくなった。その結果、他児

との間にさまざまな場面で摩擦を生じるようになった。この時期には、それまで多く描いていた特定

の他者を描きこんだ絵日記風の描画が完全に消失した。かわって、３歳９ケ月に初出して以来、不安

や不快などの抑圧的な状況で頻発していた電柱の絵が頻繁に描かれるようになった。しかも、以前の

描画とは異なり、電柱だけでなく人や車などを描きこみ、ファンタジー的な要素が加味されたもので

あった。しかも、電柱を描いている時の発話は、Ｋ児の内的世界を坊佛とさせる内容で満たされてい

た。この時期を境として、Ｋ児におけるファンタジー世界への傾倒現象は、描画時に限らず様々な場

面で認められるようになった。

Ｋ児の描画、とりわけ人物画の発達変化は、社会`性の発達をよく反映することが明らかになった。
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高機能自閉症児の社会性障害とファンタジー世界への傾倒

○湧川華奈子神園幸郎

（琉球大学教育学研究科）（琉球大学教育学部）

KEYWORDS：高機能自閉症児社会性障害ファンタジー

目的

高機能自閉症児が示す社会性障害は決して軽くはなく､知

的に高いがゆえに逆に一層深刻になる場合が多い。高機能

自閉症児の対人社会性を阻害し、社会性障害の重篤化をも

たらす要因として、ファンタジーへの没入現象が指摘され

ている。本研究は高機能自閉症児におけるファンタジー世

界への傾倒現象について記述することを目的とする。

方法

１．対象児本研究は、以下の２名を対象児とする。

対象児１：現在Ａ中学校３年に在籍する高機能自閉症男

児（Ｂ児）である。Ｂ児は１歳頃に「わんわん」などの発

語がみられ、２歳２ケ月頃には簡単な文章が読めるように

なった。さらに、３歳頃には一語発話で要求を表すように

なり、その後急速に語彙数が増えた。５歳８ケ月時の新版

Ｋ式発達検査における全領域の発達指数は１０８であった。

対象児２：現在Ｃ小学校２年に在籍する高機能自閉症男

児（Ｄ児）である。Ｄ児は９ケ月頃に言葉が出現し、２歳

６ケ月には絵本や学習ビデオの言葉を覚えて話した｡４歳８

ケ月時の新版Ｋ式発達検査の発達指数は１０５であった。

２.分析資料Ｒ大学の遊戯室にて月１回の割合で各約２０

分の親子自由遊び場面（以下、母子VTR)、特定の他者と

の自由遊び場面（以下、他者ⅥR）のⅥＲ記録を分析資

料とした｡分析対象期間は､Ｂ児が４歳５ケ月から５歳１０

ケ月であり、Ｄ児は４歳７ケ月から５歳１１ケ月である。

３．分析方法上記の資料からイメージを介した遊び場面

を抽出した。抽出に際しては、自作の分類指標を用いた。

結果と考察

１．Ｂ児の遊びの特徴本児の遊び場面において観察さ

れたイメージを介した遊びは、概して次に示した３つの特

徴に集約された。まず、第一は、本児のこだわりに起源を

発するものである。例えば、／潔親ｵｶﾞＢ鬼の貞寿ってし'ろヨ瀞

重を蟹ろから押すと〃3ﾉﾘ獣ﾃ<･ノハ3隙こつち/鑓rう

よ、５/l蟹たちｔＰｏＺ３/暦行く｡ノハ3階腫疸7ってﾌｵ｣ら行く｡ノと

言いながら召;H屋を回る｡／（epi､1.母子VTR,4:05）といった
エピソードがある。本児は保育所に登所するとすぐにカレ

ンダーで日にちを確認したり、指を変形して数字を模った

りするなど、数字に対して強固なこだわりを示していた。

上記のエピソードのように、自己のこだわりに関連する過

去の体験、すなわち車で立体駐車場を階上へ登る体験が想

起され、次第に階数だけに焦点化してエスカレートしてい

くような展開が頻回に観察された。第２は、心理的外傷体

験を引き起こす可能性が想定される過去の不安・不快な出

来事の再現と関わるものである。例えば、／ｉぬいぐるみに向

かってノヲパンパースかえる？ノと言って、ぬし】ぐるみにパ

ンンｆ－スを/gけせる遊乙ﾉv:fｿiﾋｻめるMfd者自ｽﾞｸｺﾞｦ苧ってまた広告二

をパンパースに見立｢て;庇、。ブルこふき、はい､元気に

なった､ﾊﾟﾝﾝｆ－スはいたからノノあんだ、チューチュー飲

んでるからね｡ノなどと話ながら遊ぶ､｡／（epi､2.他者

ⅥR’5:02）というエピソードである。本児は幼児期前期に
自己の排泄物に驚きパニックを引き起こして以来、トイレ

に対して恐怖反応を示し、排泄の自立が極端に遅れた経緯

があった。上記のエピソードは、過去において自らにとつ

て不快や恐怖をもたらした事態を再現し、縫いぐるみを対

象として遊びに展開したものであった。しかし、このエピ

ソードに見られる本児のプレイフルな行動には、排泄に対

する当時の不安や恐怖の感情は微塵も感じられず、本児が

遊びとしてこの展開を楽しんでいることがわかる。このこ

とは、自閉症児によく見られるフラッシュバックやタイム

スリップ現象とは質的に大きく異なると言えよう｡第３は、

遊びの場に起源を持つイメージ遊びである。例えば、輪投

げの輪を頭に載せ、シャンプーハットに見立てた上で、シ

ャワーを浴びる動作に展開するなど、自らの日常の生活動

作を再現しつつ縫いぐるみを対象とした遊びへと展開した。

２．Ｄ児の遊びの特徴本児のイメージを介した遊びは、

以下に示した３つの特徴を示した。一つは、イメージ遊び

の展開に豊富な連想や見立てが出現する点である。母親の

場所を問う質問に、「夏｣、「海｣、「川」というように「いま・

ここ｣以外の空間を連想によってイメージしたり､水を｢雨｣、

石鹸の泡を「雪」などに見立てた上で遊びを展開すること

ができた。しかも、こうした連想や見立てはパタン化する

ことなく、状況に応じて柔軟に変化した。二つは、本児の

イメージ表現が物語風の表現形式をとる場合があることで

ある。例えば、／1多くのぬいぐるみを自分の周りにたくさん

集めて、かき混ぜるような亡f掌rをｿﾞ冒せてノ誉にわ一つと助

けて－と言いまし迄｡ノと言う／(epi､3.母子VTR,5:０７）と
いったエピソードがそれである。このことは本児が一定の

物語調の表現技法を獲得していることを表している。三つ

は、縫いぐるみやフィギュアを擬人化して遊びを展開でき

ることである。本児は収集したキャラクターの縫いぐるみ

やフィギュアに強くこだわり、遊ぶときには、まずそれら

を自分の周りに配置することからはじめた。当初はモノと

しての縫いぐるみやフィギュアへのこだわりであったが、

次第に擬人化したかかわりが前面に出はじめた。例えば、

〃ランポノノンでジャンプpをする際に、他青と姉と手をっ

ないて齋瀞にまって認,(/で↓】た成陶人てくiノと三つ石自分

のお気にソＭのぬいぐるみ（動物ノのノヂデをつま藍もｸ

ﾉﾃﾞ帛方の手は他者皇につながせぬいぐるみも含めて、輪にな

ってジヤンフヲころ｡／（epi,4.他者VTR,5:07）といったエピ

ソードが観察された。

３．Ｂ児とＤ児のイメージ遊びの共通性と差異性まず、

共通性として指摘できることは、両者ともにイメージ遊び

が過去の体験を土台として展開されるということである。

とりわけ、Ｂ児は過去の体験をそのままなぞったようなイ

メージ遊びが多かった。また、Ｂ児が「数字｣、そしてＤ児

が「縫いぐるみ」「フィギュア」に強いこだわりを示し、こ

れらのこだわりを基点としてイメージ遊びやファンタジー

世界へ傾倒する傾向が共通して見られた。次に、両者が異

なる点として、まず一つは、Ｂ児は過去の不快・恐怖をも

たらした出来事をファンタジー化することがあったが、Ｄ

児にはこうしたことは見られなかった。二つは、Ｄ児はフ

ァンタジー世界を創り出すための表現形式を持ち合わせて

いたが、Ｂ児には見られなかった。以上の共通性と差異性

をもたらす背景要因について検討中である。

(WAKUGAWAKanako，KAMIZONOSachiro）

９４


